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Abstract

In this study, we surveyed to reveal the relevant resilience,negative and positive experiences of

elementary school students. The subjects of this study are 93 children of the fifthgrader and six

grader of one elementary school in Aichi prefecture. The survey was conducted by the unsigned

questionnaire which consisted of the resilience scale, negative experience scale and positive

experience scale. Some results are shown below.

The factor analysis by the principal factor method and the promax rotation were conducted

about 24 items of the resilience scale, and three factors of "positive future orientation", "seeking

interests and concerns" and "perseverance" were found out T-test were performed with degree of

negative and positive cognition of experiences (high and low discrepancy) as the independent

variable, and scores on resilience scale as the dependent variable. The results showed that some

significant difference. And experiences divided into at school and home, groups with high and low

scores for negative experiences and positive experiences were used as independent variables, and

resilience scores were a dependent variable. The results of ANOVA showed main effects oflevel of

positive experiences in both school and home.

The results of this study suggested that a positive experiences leads to raising resilience.
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はじめに

　成長発達の過程において，人は大小さまざまな困難に遭遇することがあるが，これに関連して近年

注目が高まっている概念の１つにレジリェンスがある。レジリェンスとは，広義には「困難で脅威的

な状況にもかかわらず，うまく適応する過程・能力・結果」のことを指す1）。困難な状況は人に影響
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を与えるが，全ての人が問題を顕在化させ不適応な状態になるというわけではない。逆境や困難に直

面していても適応している，あるいはいったん落ち込んでも回復できる人もいる。レジリェンスはこ

のような現象やその過程を理解する際に有効な概念である。レジリェンスには様々な定義があるが，

本研究ではその特性面に注目し，｢困難な状況に直面してもうまく適応する，あるいは回復を導く心

理特性｣と定義するこことする。

　レジリェンスについて様々に研究が行われている3)4)が，その中で小学生を対象にした研究はあま

り行われていない。しかし，社会の急激な変化を背景に小学生においても生活習慣の乱れ，いじめ，

不登校，児童虐待などのメンタルヘルスに関する課題が顕在化しているといわれている。例えば不登

校に注目すると，中学生や高校生の不登校がこの４年ほど減少しているのに対して，小学生の不登校

ははじめの２年は減少しているがその後の２年間は増加している。また，小学生のレジリェンスは

近年諸外国の健康教育でも取り上げられており，小学生のレジリェンスについて明らかにすること

は重要であると考えられる。

　では，小学生のレジリェンスはどうすれば高まるのだろうか。小学生のレジリェンスを高めるとい

うことは，小学生の時期だけでなく，将来困難に直面した際にも大変重要であると考えられる。先行

研究からは家族(養育者)からのサポートやコミュニティとのつながりといった環境要因や，仕

事や活動への従事，学業における達成といった経験が困難にある際の回復や適応に導くことが示され

ている。そこで，本研究では，子どものレジリェンスを高めるという視点から，環境要因と比較

して学校においてアプローチが容易であると考えられる経験に着目する。これまでにレジリェンスは，

｢友だちとうまくいかなかった｣や｢自分の大切なものを失った｣といったネガティブな経験，言い

換えればつらい経験とは関連がほとんどみられないことが示されている。しかし，つらい経験に

も様々にあり，具体的な経験とレジリェンスの関連については検討されていない。また，レジリェン

スとの関連が示されている仕事や活動への従事および学業における達成といった経験は，どちら

かと言えばポジティブな経験である。ポジティブな経験，言い換えればうれしい経験とレジリェンス

との間に関連があるという可能性が考えられるが，うれしい経験とレジリェンスの関連はほとんど明

らかになっておらず，レジリェンスとうれしい経験の関連を明らかにすることは重要であると考えら

れる。以上より，本研究では経験をつらい経験とうれしい経験に分け，それぞれの経験とレジリェン

スとの関連を明らかにすることを目的として研究を行うこととする。

Ⅱ。方法

1．調査対象と調査時期

　2010年の11月に愛知県内の小学校１校の小学５～６年生93名を対象に調査を行った。回答に不備の

あったものを除いた結果，有効回答者は85名であり，有効回答率は87.4%であった。調査は授業中に

各学級で一斉に行った。

2．調査方法と倫理的配慮

　無記名自記式の質問紙調査を用いて行った。調査対象校の教員にチェックを依頼し，不適切だと考

えられたものは適宜変更した。調査用紙には無記名で他人に知られることはない点，回答は自由であ

る点を明記した。表紙には学年と性別のみ記入してもらい，回答後すぐに封筒に入れ個人が特定され

ないよう配慮した。

3．調査内容

１）レジリエンス
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原ら：小学生のレジリェンスとつらい経験・うれしい経験との関連

　小塩1）らがJewら(1999)の精神的回復力尺度，及びWagnild & Youngら(1993)のレジリェン

スの測定に関する先行研究の項目内容を参考にして作成したレジリェンス尺度24項目を小学生への質

問として適した表現に変更して使用した。「新奇性追求」「感情調整」「肯定的な未来志向」の３つの

因子から構成されている。「はい」「どちらかというとはい」「どちらでもない」「どちらかというとい

いえ」「いいえ」の５段階で回答を求めた。段階順に５点～１点に点数化した。

２）つらい経験

　岡安11）の中学生用学校ストレッサー尺度を，小学生が答えやすい内容に改変し，小学生に対して

不適切だと考えられる２項目を削除した18項目を使用した。各経験を今までにしたことがあるかどう

か尋ね，経験がある場合はその時の気持ちがどの程度つらいものであったか「平気である」「少しつ

らい」「つらい」「かなりつらい」の４段階（経験なしも含めれば５段階）で回答を求めた。段階順に

経験なしがO点，平気であるが１点，少しつらい２点，つらい３点，かなりつらい４点とした。

３）うれしい経験

　つらい過去経験で用いた内容を「できなかった」から「できた」のように逆転させ，うれしい過去

経験として18項目を作成した。各経験を今までにしたことがあるかどうか尋ね，経験がある場合はそ

の時の気持ちがどの程度うれしいものであったかを「何とも思わない」「少しうれしい」「うれしい」「と

てもうれしい」の４段階（経験なしも含めれば５段階）で回答を求めた。段階順に経験なしがO点，

何とも思わないが１点，少しうれしい２点，うれしい３点，とてもうれしい４点とした。

Ⅲ．結果

1．レジリエンスの因子分析

　レジリェンス24項目に関してその因子構造を確認するため，主因子法プロマックス回転による因子

　　　　　　　　　　　　　　　表1　レジリェンス尺度の因子分析結果

興味関心の追求（α＝.687）

　色々なことにチャレンジするのが好きだ

　ものごとに対する興味や関心が強い方だ

　新しいことや珍しいことが好きだ

　ねばり強い人間だと思う

未来志向　（α＝.159）

　自分には将来の目標がある

　自分の将来に希望をもっている

　自分の目標を大事にしている

忍耐力（α＝.540）

　つらい出来事があると耐えられない※

　怒りを感じるとおさえられなくなる※

固有値

変動率（％）

累積変動率（％）

因子間相関
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分析を行った。固有値の減衰状況と因子の解釈可能性を考慮して３因子を採用した。因子負荷量が

0.40以下の項目と，他の因子負荷量と0.15以上の差が無い項目を除外し，再度因子分析を行った結果

９項目が残った。回転後の因子分析結果を表１に示す。第１因子は「いろいろなことにチャレンジす

るのが好きだ」「ものごとに対する興味や関心が強い方だ」「新しいことやめずらしいことが好きだ」「ね

ばり強い人間だと思う」の４項目が高い因子負荷量を示した。そのため，第１因子をものごとに興味

や関心を持ち，追求していく「興味関心の追求」因子と名付けた。第２因子は「自分には将来の目標

がある」「自分の将来に希望を持っている」「自分の目標を大事にしている」の３項目が高い因子負荷

量を示した。そのため第２因子を将来の夢や目標をもつことや将来の計画を立てること等の肯定的な

未来志向を表す「未来志向」因子と名付けた。第３因子は「つらい出来事があると耐えられない」「怒

りを感じるとおさえられなくなる」の２項目が高い因子負荷量を示した。そのため，第３因子を困難

な状況や気分に左右されず耐える力を表す「忍耐力」因子とした。なお第３因子は２項目とも逆転項

目である。得点化の際には逆転項目の処理を行った後で各因子に相当する項目の合計得点を算出しそ

れぞれ「興味関心の追求得点」「未来志向得点」「忍耐力得点」とし，９項目の合計得点を「レジリェ

ンス合計得点」とした。信頼性の検討のためα係数を算出したところ興味関心の追求ではα＝｡678,

未来志向ではα＝｡759,忍耐力ではα＝｡540であった。興味関心の追求と忍耐力のα係数が低いが，項

目数及び対象人数の少なさから許容範囲であると判断し，以降の分析を行った。

　経験とレジリェンス

）つらい経験とレジリェンス

小学生のつらい経験18項目に関してそれぞれ，「かなりつらい」と「つらい」を選択したものをつ

らい経験あり群，「経験なし」と「平気である」，「少しつらい」を選択したものをつらい経験なし群

とした。つらい経験あり群の人は各経験があり，かつつらいと捉えている人であり，つらい経験なし

群の人は各経験がない人，あるいはつらい経験があってもつらいと捉えていない人のことを指す。つ

らい経験のうち最も経験者の多いつらい経験は「友達とけんかをした」で，次に「友達に悪口を言わ

れたりなかまはずれにされたりした」「人が簡単にできる問題でも自分にはできなかった」と続いた。

つらい経験は友人関係に関するものや，他者と比べることで生じるものが多く経験されていた。

　次に　レジリエンス得点や興味関心得点，未来志向得点，忍耐力得点に関して，t検定によってつ

らい各経験の有無による平均値の差異を検討した。それぞれの回答割合及び平均値を表２に示す。興

味関心の追求得点に関して「家族に自分ときょうだいを比べられた」の有無で有意差が見られ，この

経験なし群よりもつらい経験あり群の方が興味関心の追求得点が高くなっていた。さらに忍耐力に

関して，「先生に注意された」と「家族にもっと勉強しなさいと言われた」の有無による有意な差異

が見られ,両項目ともつらい経験なし群の方がつらい経験あり群よりも忍耐力得点が高くなっていた。

２）うれしい経験とレジリエンス

　つらい経験と同様にうれしい経験18項目に関してそれぞれ「かなりうれしい」と「うれしい」を選

択したものをうれしい経験あり群，「経験なし」と「何とも思わない」「少しうれしい」を選択したも

のをうれしい経験なし群とした。うれしい経験あり群の人はうれしい経験があり，かつうれしいと捉

えている人であり，うれしい経験なし群の人は各経験がない人，あるいはうれしい経験があってもう

れしいと捉えていない人のことを指す。うれしい経験のうち最も経験者の多いうれしい経験は「友達

に励ましてもらったり応援してもらえた」であり，次に「家族が優しくしてくれた」「試験や成績で
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原ら：小学生のレジリエンスとっらい経験・うれしい経験との関連

表２　つらい経験の有無とその人数

良い結果を出せた」と続いた。うれしい経験では友人関係と家族関係及び学業成績に関するものが上

位に来た。

　次に　レジリエンス合計得点，興味関心の追求得点，未来志向得点，忍耐力得点に関して，t検定

によって各うれしい経験の有無による平均値の差異を検討した。それぞれの回答割合及び平均値を表

３に示す。レジリエンス合計得点については，「友だちにはげましてもらったり応援してもらえた」

や「友だちが自分のことをわかってくれた」，「先生に自分の気持ちをわかってもらえた」，「クラスや

部活で責任のある仕事をしっかりとこなすことができた」「家族が自分に関心があると感じた」，「家

族の期待にこたえることができた」，「家族が優しくしてくれた」の８項目で経験なし群と経験あり群

の間に有意な差異が見られ，すべて経験あり群の方が経験なし群よりも高くなっていた。興味関心の

追求得点では，「友だちが自分のことをわかってくれた」及び「先生に自分の気持ちをわかってもら

えた」の２項目で経験なし群と経験あり群の間に有意な差異が見られ，経験あり群の方が経験なし群

よりも高くなっていた。未来志向得点では，「先生に自分の気持ちをわかってもらえた」と「家族が

自分に感心があると感じた」，「家族の期待にこたえることができた」の３項目に関して有意な差が見
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表３　うれしい経験の有無とその人数および嬉しい経験の有無によるレジリェンス各得点の差異（t検定）

　　　　　　　　　　　　　　人数　　　　　レジリエンス合計　興味関心の追求　　　未来志向　　　　　忍耐力

られた。未来志向においても経験あり群の方が経験なし群よりも得点が高くなっていた。最後に忍

耐力得点では「クラスや部活で責任のある仕事をしっかりとこなすことができた」と「家族の期待にこ

たえることができた」の２項目に関して有意な差が見られた。どちらも経験あり群の方が経験なし群

よりも得点が高くなっていた。

3｡学校及び家庭におけるつらい経験，うれしい経験とレジリエンスとの関連

　つらい経験とうれしい経験それぞれに関して，主に学校で経験すると考えられるもの（項目1～

10）と，主に家庭で経験すると考えられるもの（項目11～18）に分け，つらい経験を学校でのつらい

経験と家庭でのつらい経験，うれしい経験を学校でのうれしい経験と家庭でのうれしい経験に分類し

た。さらに学校でのつらい経験及び家庭でのつらい経験，学校でのうれしい経験，家庭でのうれし

い経験に関して，それぞれに該当する項目の点数（O～４）を合計し，その平均値を基準として低群

と高群に分けた。
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原ら：小学生のレジリエンスとつらい経験・うれしい経験との関連

表４　学校におけるつらい経験とうれしい経験を独立変数，レジリエンスを従属変数とし分散分析結果

表５　家庭におけるつらい経験とうれしい経験を独立変数，レジリエンスを従属変数とした分散分析結果

　学校と家庭という場面ごとにつらい経験の高低とうれしい経験の高低を独立変数，レジリエンス

の各得点を従属変数とした二元配置の分散分析を行いった．学校における結果を表４に家庭におけ

る結果を表５に示した．学校での経験では，うれしい経験の主効果がレジリエンスの合計得点

（F＝14.697，ｐ＜.01）及び未来志向(F= 10.328, p<.01),忍耐力（Ｆ＝9.248，ｐ＜.01）において有意であ

り，いずれの得点もうれしい経験高群の方が低群よりも高くなっていた．また，忍耐力ではつらい経

験の主効果が有意であり（Ｆ＝10.760，ｐ＜.01），つらい経験低群の方が高群よりも高くなっていた．

　次に学校での経験と同様に家庭での経験に関して，つらい経験の高低とうれしい経験の高低を独立

変数，レジリェンス各得点を従属変数とした二元配置の分散分析を行った．その結果，家庭でのうれ

しい経験の主効果がレジリェンス合計（F＝6.213,p＜.05）と忍耐力（Ｆ＝9.326,p＜.01）で有意であり，

いずれもうれしい経験低群よりも高群の方が得点は高くなっていた．

Ⅳ。考察

1．レジリェンスに関して

　レジリェンス24項目に関して因子分析を行ったところ，3因子が抽出された。小学生を対象にした

研究では，レジリェンスは４因子が抽出されたもの2）と３因子が抽出されたもの12）があり，その因

子構造は４因子解では「肯定的な未来志向」「興味関心の追求」「感情調整」「忍耐力」となったものが，

3因子解では「肯定的な未来志向」，「興味関心の追求」，そして「感情調整」と「忍耐力」が１つにな

ったものとなっている。小学生のレジリェンスに関しては４因子解と３因子解のどちらが妥当である

か定まっていないが，大学生では３因子解となっており1），成長発達の過程で４因子から３因子に移

行するため，対象の小学生によって３因子解か４因子解か結果に揺れがあるのではないだろうかと考
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えられる。本研究では分析の結果から３因子解を採用したが，今後はその内容的な妥当性を含めて検

討する必要がある。

2｡つらい経験とレジリエンス

　つらい経験の項目毎にその経験の有無によってレジリエンスの得点を比較した。本研究で分類を行

ったつらい経験の有無はあり群が「つらい経験があり，かつその経験をつらいと捉えている群」，な

し群が「つらい経験がないか，あるいは経験があってもつらいと感じていない群」である。レジリエ

ンスの下位因子別に見ると，まず，レジリエンス合計と未来志向においてはつらい経験の高低による

得点の差異が見られなかった。興味関心の追求と忍耐力では一部つらい経験との関連が見られた。先

行研究2）では，ストレス経験とレジリエンスは有意な関連が見られず，忍耐力以外はストレスヘの

感受性とも有意な関連が見られなかったことが示されている。そのため，出来事をつらいと捉えるか

どうかとレジリエンスの高低には有意な関連がないという本研究の結果はそれを支持するものであっ

た。レジリエンスはネガティブな事象の有無やその認知と関連が低いからこそ，困難に直面した際に

適応を保ち回復を促すことが出来るのではないだろうか。

　つらい出来事の有無の一部は興味関心の追求及び忍耐力と有意な関連が見られた。興味関心の追求

は，「家族に自分ときょうだいを比べられた」経験がありかつこれをつらいと捉えている人の方が，

経験がないあるいは経験があってもつらいと捉えていない人よりも高くなっていた。この結果は親と

のかかわりというよりは，レジリェンスときょうだいの有無の関連を示していると考えられる。レジ

リェンスは，親の養育態度や親からのサポートと関連があることが分かっている8）が，家族とのかか

わりに関する他の項目では有意な関連がなかった。この項目が他の項目と異なる点はきょうだいに触

れているところである。きょうだいの有無とレジリェンスに関する研究とは少し異なるが，きょうだ

いの人数が多いほど，幼児の社会的な問題解決能力や共同性といった社会的コンビテンスが高いとい

う結果や13）きょうだいがいる子どもの方がきょうだいのいない子どもよりも年下に教える場面では

援助行動が多い14）といった結果が示されていることからも，きょうだいの有無によって興味関心の

追求因子に何らかの差異が生じた可能性が示されたのではないだろうか。

　忍耐力に注目すると，つらい経験のなかの寸先生に注意された」「先生にもっと勉強しなさいと言

われた」という経験が無い，あるいはこの経験をつらいと捉えていない方が，これを経験しかつつら

いと捉えているよりも，忍耐力が高くなっていた。忍耐力はレジリェンスの中で唯一ストレスヘの感

受性との関連が示されている2）。そのため，忍耐力はこれらの経験の有無というよりは，これをつら

いと感じるかどうかと関連しているのではないかと考えられる。これらの項目はどちらも大人から叱

責を受けるということを示す項目であり，大人からの叱責をつらいと思う子どもの方が忍耐力は低い

という可能性が示された。

3。うれしい経験とレジリェンス

　うれしい経験の項目毎にその経験の有無によってレジリェンスの得点を比較した。うれしい経験の

分類もつらい経験と同様に，うれしい経験あり群は各経験があり，かつうれしい経験として認知して

いる群，なし群は各経験がないか，あるいは各経験があるがうれしいものとして認知していない群で

ある。うれしい経験の有無でレジリェンス各得点を比較したところ，全ての得点に関して一部の経験

の有無により差異があった。まず，興味関心の追求得点は「友だちにはげましてもらったり応援して

もらえた」「友だちが自分のことをわかってくれた」という経験がありうれしいと認知している方が，
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そうでない方よりも得点が高かった。これらの経験は，友人からのサポートを受けた経験と言い換え

ることができる。思春期においては友人からのサポートは家族からのサポートと同様，困難に直面し

た際の適応に効果的であるということがわかっている15）。本研究では小学生の特性としてのレジリエ

ンスを測定しているため，特性としての興味関心の追求と友人からのサポートの関連を示す結果とな

った。また今回の「経験あり」群は，友人からのサポートをうれしいと認知している群である。友人

からのサポート認知は保健行動に関する内的統制感，安全統制感と関連があり，サポートを認知する

ことで児童自らに「かけがえのない自分」という認識を発生させることが児童の「自己肯定感」を高

める作用を持つと推測されている16）。興味関心の追求も自己肯定感と同様に「かけがえのない自分」

を認識することで，安心して外部の興味や関心があることを追求できるようになり，高まることが考

えられる。また，友人からのサポートと特に関連が見られたのは，興味や関心があることを追求する

行動が友人と一緒に行う場合に多いためではないだろうか。サポートを受けそれを認知する経験が困

難に直面した際の子どもの適応を助けることが示唆された。

　次に未来志向得点では「先生に自分の気持ちをわかってもらえた」「家族が自分に感心があると

感じた」「家族の期待にこたえることができた」の３つの経験と関連が見られた。これらの経験は，

家族や先生からのサポートに関する認知の経験だと言うことができる。興味関心の追求と同様，未来

に向かって目標や希望を持つ肯定的な未来志向も，相手は違うもののサポートを受けたと認知するこ

とで「かけがえのない自分」の認識が生まれ，肯定的な未来志向が生じる可能性が示唆された。

　さらに忍耐力に関しては「クラスや部活で責任のある仕事をしっかりとこなすことができた」「家

族の期待にこたえることができた」に関してうれしい経験だと認知している方がそうでない方よりも

高くなっていた。これらの経験は達成に関する経験であると言える。達成感とは異なるが，有能感は

内発的動機づけや行動の持続性を高めることが明らかになっている17）。結果より，達成感は有能感を

高めることにつながり，それがさらに行動の継続性も高めているのではないだろうか。

4｡場面ごとに見たつらい経験・うれしい経験とレジリェンスの関連

　つらい経験とうれしい経験を，経験した場面別に学校と家庭に分け，レジリエンスを従属変数，つ

らい経験(高低卜とうれしい経験(高低)を独立変数とした二元配置の分散分析を行った。その結果，

学校においてはレジリエンス合計，興味関心，未来志向，忍耐力においてうれしい経験の主効果が見

られた(興味関心の追求は有意傾向)。また，忍耐力においてはつらい経験の主効果が見られた。そ

れぞれうれしい経験は高群の方が，つらい経験は低群の方がレジリエンス得点は高くなっていた。家

庭においては，レジリエンス合計と忍耐力にうれしい経験の主効果が見られ，うれしい経験高群の方

が低群よりも有意に高くなっていた。

　学校に関する経験は内容を見ると，友人や教師からのサポートと達成に関する項目から成り立って

いる。項目毎に見た際には関連があまり見られなかったものも，合計するとレジリエンスの下位因子

全てに関連が見られることがわかった。これらは前述したとおり，サポートや達成感の認知によるも

のであると考えられる。そのため，学校においてレジリエンスを高めるという視点に立つと，係活動

や相互学習のように子どもたち同士でサポートを行いやすい場を作ることや，教師自ら子どもたちを

信頼している態度を示すこと，あるいは子どもたちが達成感を感じやすいよう課題設定や目標設定に

工夫を行うことが考えられる。

　つらい経験と忍耐力，レジリエンスに関しては，つらさへの感受性が関わっていると考えられる。

考慮すべき点としては,全体的にも言えることであるが今回の調査が一回の横断的な調査であるため，
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特につらい経験に関して，つらい経験が多いから忍耐力が低いのか，忍耐力が低いからつらい経験が

多いのか明らかでないことが挙げられる。つらい経験の中でも達成に関する項目では，忍耐力が低い

から達成感が得られないのか，達成感が低いから忍耐力が低いのかは明らかでない。今後縦断的な研

究を行い明らかにする必要があると考えられる。

　家庭におけるうれしい経験は忍耐力との関連が見られた。経験の内容を見ると，家族関係や家族か

らの期待にこたえるといった達成に関する内容が多い。良好な家族関係はレジリエンスと正の関連が

あることがわかっており6)，今回もそれを一部支持する結果が得られた。レジリエンスを高めるとい

う視点に立つと，家族関係まで含めて１人ひとりのこどもをしっかり見ていくということが基本的で

はあるが重要ではないだろうか。

　本研究から，つらい経験に注目するよりはむしろうれしい経験を多くすることが小学生のレジリエ

ンスを高めるためには重要であるという結果が得られた。学校生活には経験をうれしいと認知するよ

うな機会がたくさんあり，それらを増やすことで小学生のレジリエンスを高める可能性が示唆された。

因果関係に関して今後検討を行っていきたい。

V。まとめ

　愛知県内の小学５～６年生93名を対象にレジリエンスとつらい経験，およびうれしい経験の関連を

検討するため調査を行った。調査内容は，レジリエンス24項目，つらい経験18項目，うれしい経験18

項目である。その結果以下の内容が明らかになった。

1.　レジリエンス尺度24項目は因子分析の結果将来の夢や目標をもつこと，将来の計画を立てること

等の肯定的な未来志向を現す未来志向因子，ものごとに興味や関心を持ち，追求していく「興味・関

心の追求因子」，困難な状況や気分に左右されず耐える力を表す「忍耐力」の３因子が抽出された。

2.つらい経験は友人関係に関するもので多く経験されていた。レジリエンス各得点に関しては，興

味関心の追求得点に関して「家族に自分ときょうだいを比べられた」という経験が関連し，忍耐力に

関して，「先生に注意された」と「家族にもっと勉強しなさいと言われた」の有無による有意な差異

が見られた。

3.　うれしい経験は，友人関係と家族関係及び学業成績に関するものが多かった。レジリエンス合計

得点については，「友達にはげましてもらったり応援してもらえた」や「友達が自分のことをわかっ

てくれた」などの８項目で経験との関連が見られた。全体として，経験あり群の方が経験なし群より

も得点が高くなっていた。

4.学校では，うれしい経験高群の方が低群よりもレジリエンス（レジリエンスの合計得点及び未来

志向，忍耐力）が高くなっていた。また，忍耐力ではつらい経験とも関連があり，つらい経験低群の

方が高群よりも高くなっていた。

5.家庭でも，うれしい経験高群の方が低群よりもレジリエンス（レジリエンス合計と忍耐力）が高

かった。

　以上より，意図的に子どもたちにうれしいと思わせる経験をさせることで，レジリエンスを高める

ことができる可能性が示唆され，今後，学校現場での応用が期待される。
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